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医師国家試験＊1

阿 部 正 和＊2

はじめに

　医師法第2条に「医師になろうとする者は医師国家試

験に合格し，厚生大臣の免許を受けなければならない」

という条項がある．さらに第9条には「医師国家試験

は，臨床上必要な医学および公衆衛生に関して，医師と

して具有すべき知識および技能についてこれを行う」と

規定されている．

　この法的根拠に基づいて，厚生省内に医療関係者審議

会医師部会が設置され，同部会が試験科目，問題数，問

題形式および試験方法などを審議決定し，同部会が委嘱

した問題作成委員の手によって問題が作成されているの

である．試験に関する実務は厚生省医務局医事課試験免

許室が行っている．

　昭和21年（1946年）連合軍最高司令部の公衆衛生福祉

局長C・F・Sums大佐は，わが国に医学教育審議会を設

けた．s．E．　Moolton少佐およびs・J・M．　Molton中佐

の指導の下に，わが国の医学教育機関から選任された数

名の委員，および日本医師会，文部省および厚生省から

のナブザーバーよりなる審議会が協議の結果，医科大学

卒業後1年間の実地修練（インターン）制度と医師国家

試験制度の実施が決定されたのである．かくして昭和21

年8月にこの制度が法的に定められ，同年11月に第1回

医師国家試験が実施されるにいたった．昭和21年9月の

卒業者から，卒後1年間の実地修練を終えた者が医師国

家試験を受験するようになったわけである．

　昭和43年（1968年）5月，このような卒後1年の修練

を終えた者が受験するという制度は廃止され，その後は

医科大学卒業後ただちに医師国家試験を受けて，合格者

には医師としての資格が付与されるように改められた．

しかし，医科大学卒業直後では，なお独立した医師とし

て医業に従事することはむりであるという観点から，国

家試験合格後さらに2年間，指定された研修病院におい
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て実地の訓練を受けることが要請されたのである（臨床

研修制度）．

　医師国家試験は，以上のような法的根拠に基づいて昭

和21年に第1回が実施されて以来，昭和56年10月までに

72回の試験が行われている．ここで近年における医師国

家試験の改善の経過を中心に，制度そのもののあり方に

ついて論じてみたい．

1．医師国家試験の目的と必要性

　医師国家試験が行われる法的根拠についてはすでに述

べたとおりである．問題は，「医師として具有すべき知

識および技能」の水準をいったいどこにおくべきか，と

いう点にある．

　この点に関する理解の内容は，個人によって，また大

学によってまちまちである．現在のところ具体的に統一

された見解はないし，また，統一的見解を求めること自

体困難であろう．試験問題そのものについてとかくの批

判が出てくる1つの原因はこの点にあるものと思われ

る．問題作成のガイドラインが作成されてはいるが，な

お不十分である．できれぽ，統一的な理解に基づいて，

問題の質的転換あるいは向上を早急にはかることを期待

したいのである．

　文部省が認定した医科大学の全課程を修了した者に対

して，卒業後の臨床研修に移行できるだけの基本的知

識，あるいは基礎的な技術を有しているか否かを問うた

めに行われる試験が医師国家試験であると解される．ま

た，文部省が認定した医科大学を卒業した者に対して厚

生省が改めて，もう一度試験を課することの是非につい

ても議論はあるが，目下の段階では医師国家試験の必要

性については肯定せざるをえないであろう．

　いま，試みに最近10年間における医師国家試験の受験

者の数と合格率の推移をみてみよう（図1）．

　春の医師国家試験では，昭和46年以降，受験者の数が

逐年増加の一途をたどっている．昭和56年（1981年）春

は，その数が8，299名に達した．この数は今後ますます

増加することが予想される．これに対して合格率のほう
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は逆比例的に年々低下してきていることがよくわかる．

昭和56年春の第71回医師国家試験では75．6％という低率

を示した．この成績は春の国家試験のみに限ってみる

と，過去30年間で最低の記録である．受験者4人のうち

1人が不合格ということを意味しているのである．

　秋の医師国家試験の成績は，各種の事情からあまり参

考にはならないが，参考のためにその推移を図2に示し

た．

　やはり受験者の数は漸次増加を示し，合格率は近年急

激に低下してきていることが理解できる．なお，現在い

わゆる国試浪人といわれる者は1，500名の多きに達して

いるが，この数は今後ますます増加することが予想され

ている．

　このように受験者の数が増加するにつれて合格率が低

ドしてゆくことは，いったい何を物語っているのであろ

うか．試験問題が年々むずかしくなってきたためか，そ

れとも受験者の質が低下してきたためか，あるいはその

両者のためか，であろう．

　昭和56年春に実施された医師国家試験において合格率

が80％を割った大学は70校中33校もあった．さらに50％

を割った大学が5校もあったことは見逃すことのできな

い事実である．医科大学が急速に増設されて以来，合格

率のいちじるしく低い大学が出てきたことは事実であ

る．もちろん，医師国家試験の合格率のみから，医科大

学の優劣を判断することはできないにしても，合格率が

99％の大学から42・5％の大学までその開きがきわめて大

きいことは無視できない．学生の質の低下が社会的に問

題になっていることも否定できない．どうしても現状か

らみて，一律化した資格試験としての医師国家試験の制

度を維持し，実施することはやむをえないことと思う．

この制度が果たす役割は，今後ますます高まってゆくこ

とはあっても，減ずることはないであろう．それだけ

に，この医師国家試験のあり方については，だれでもが

納得できる形で実施することが必要になってくるのであ

る．

2．生涯教育の中における医師国家試験の位置

　づけ

　医学は生涯教育であることが，とくに強く叫ぼれてい

る．この主張に異議をさしはさむ余地はないであろう．

その医師の生涯教育の中での医師国家試験はどのように

位置づけられるべきであろうか（図3）．

　医科大学卒業という時点は，これから医師としての修

練を始めるスタートラインに立ったと考えるべきであ

る．現時点では，卒業直後から独立して治療に従事する

ことはまったくむりな話である．卒業の時点で，臨床医

学各科について，ある程度の知識と技能を有し，その後

の2年間は指導医の下で臨床研修を行うことがすすめら

れているのである．医師国家試験に合格し，医師の免

許を得たのちに，はじめて臨床実施にタッチするという
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図3医師国家試験の位置づけ


